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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
三
三
年
一
月
に
ド
イ
ツ
で
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
握
り
、
同
年
三
月
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ル
フ

ス
が
議
会
を
閉
鎖
し
権
威
主
義
体
制
を
確
立
し
た
後
、
両
国
の
反
体
制
知
識
人
の
間
で
最
も
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
は
、 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
で
あ
り
思
想
家
で
あ
る
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
が
、
こ
の
事
態
に
対
し
ど
う
発
言
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
九
世
紀
末
以
来
、
個
人
誌
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
を
基
盤
に
批
判
的
言
論
活
動
を
続
け
て
い
た
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
（
以
下
一
次
大
戦
）
後
、
長
大
な
反
戦
戯
曲
『
人
類
最
後
の
日
々
』
を
発
表
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
名
声
を
博
し
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
同
作

の
成
果
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
学
界
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
も
推
薦
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お

け
る
共
和
国
支
持
派
と
し
て
知
ら
れ
、
政
府
の
労
働
者
弾
圧
に
抗
議
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
イ
ツ
と
の
合
邦
に
反
対
し
続
け
て
い
た
ク

ラ
ウ
ス
に
読
者
が
期
待
し
た
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
ヒ
ト
ラ
ー
並
び
に
ド
ル
フ
ス
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
長

い
沈
黙
の
後
、
一
九
三
四
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
三
〇
〇
頁
を
超
え
る
長
大
な
論
文
「
な
ぜ
『
フ
ァ
ッ

ケ
ル
』
は
刊
行
さ
れ
な
い
か
」（F890 -905

）
の
内
容
と
は
、
ナ
チ
ズ
ム
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
同
時
に
、
ド
ル
フ
ス
の
オ
ー
ス
ト

ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
対
す
る
支
持
表
明
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
遠
く
離
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
地
で
同
論
文
を
読
ん
だ
ゲ
ル
シ
ョ

ム
・
シ
ョ
ー
レ
ム
は
、
パ
リ
に
い
る
友
人
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
、
そ
の
内
容
が
「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
だ
と
早
く
も
翌
八
月

一
四
日
に
書
き
送
り
、
同
時
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
同
論
文
へ
の
意
見
も
求
め
て
い（
1
）る。

　
本
論
の
課
題
は
同
時
代
の
二
つ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
態
度
の
相
違
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批

判
の
言
説
分
析
と
同
時
に
、
な
ぜ
ク
ラ
ウ
ス
が
ド
ル
フ
ス
を
支
持
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
支
持
は
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と

に
あ
る
。
す
な
わ
ち
理
論
的
側
面
で
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判
の
内
容
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治
史
の
文
脈
か
ら
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ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
の
理
由
と
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
と
い
う
二
つ
の
課
題
の
解
明
を
本
論
は
目
的
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
本
論
に
入
る
前
に
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
状
況
と
ク
ラ
ウ
ス
の
対
応
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
た
い
。
一

九
三
三
年
三
月
に
権
威
主
義
体
制
を
開
始
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
首
相
ド
ル
フ
ス
は
、
最
大
野
党
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
（
以

下
社
民
党
）
へ
の
弾
圧
を
強
め
、
議
会
か
ら
排
除
す
る
と
同
時
に
社
民
党
の
武
装
組
織
で
あ
る
共
和
国
防
衛
同
盟
に
解
散
命
令
を
出
し
、

メ
ー
デ
ー
の
行
進
も
禁
じ
た
。
以
上
の
よ
う
な
弾
圧
に
対
し
社
民
党
の
一
部
は
一
九
三
四
年
二
月
に
蜂
起
す
る
も
政
府
に
鎮
圧
さ
れ
、
社

民
党
は
非
合
法
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
主
義
陣
営
に
弾
圧
を
加
え
る
一
方
、
ド
ル
フ
ス
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド

イ
ツ
へ
の
合
邦
を
も
く
ろ
む
ヒ
ト
ラ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ナ
チ
ス
に
対
す
る
抵
抗
も
強
め
た
。
一
九
三
三
年
五
月
に
訪
墺
し
て
き
た
バ

イ
エ
ル
ン
法
相
で
ナ
チ
党
員
の
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ク
を
国
外
退
去
さ
せ
る
と
同
時
に
、
翌
六
月
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
内
で
の
テ
ロ
攻
勢

を
強
め
る
ナ
チ
ス
を
禁
止
し
、
党
員
の
逮
捕
並
び
に
国
外
退
去
処
分
を
行
っ
た
。
ま
た
自
ら
所
属
し
て
い
た
与
党
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
を

も
解
党
さ
せ
「
祖
国
戦
線
」
を
設
立
し
、
一
九
三
四
年
五
月
に
は
新
憲
法
を
制
定
し
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
る
と
同
時
に
反
ナ
チ
ズ
ム

を
奉
じ
、
独
立
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
存
在
意
義
を
主
張
す
る
い
わ
ゆ
る
「
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
政
権
を
確
立
さ
せ
た
。

　
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
間
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
を
二
号
（
第
八
八
八
号
、
第
八
八
九
号
）
発
表
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
友
人
の
建
築
家
ア
ド
ル

フ
・
ロ
ー
ス
へ
の
弔
事
と
自
作
の
詩
、
並
び
に
自
ら
へ
の
批
判
記
事
に
対
す
る
諷
刺
を
掲
載
し
て
い
る
の
み
で
、
対
外
的
に
は
ク
ラ
ウ
ス

の
二
つ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
「
沈
黙
」
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
ク
ラ
ウ
ス
は
密
か
に
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の

夜
』
と
題
さ
れ
た
長
大
な
ナ
チ
ズ
ム
批
判
と
ド
ル
フ
ス
支
持
を
表
明
し
た
著
作
を
一
九
三
三
年
の
三
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
執
筆
し
て
い

た
。
し
か
し
同
著
の
痛
烈
な
ナ
チ
ズ
ム
批
判
が
、
自
ら
の
生
命
の
危
険
と
同
時
に
ド
イ
ツ
国
内
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
を
誘
発
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
不
安
か
ら
刊
行
を
取
り
や
め
た
（
同
著
の
原
稿
は
彼
の
弁
護
士
オ
ス
カ
ー
・
ザ
メ
ク
に
よ
り
国
外
に
持
ち
出
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大

戦
﹇
以
下
二
次
大
戦
﹈
後
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な（
2
）る）。
そ
し
て
同
著
を
も
と
に
し
た
論
文
を
一
九
三
四
年
七
月
末
に
発
表
し
た
。

そ
れ
が
先
述
の
「
な
ぜ
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
刊
行
さ
れ
な
い
か
」
で
あ
る
。
同
論
文
を
掲
載
し
た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
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奇
し
く
も
彼
が
ナ
チ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
士
と
し
て
熱
烈
な
支
持
を
表
明
し
た
ド
ル
フ
ス
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ナ
チ
ス
の
蜂
起
に
よ
り
殺

害
さ
れ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
論
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
第
二
章
で
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判
の
内
容
の
検
討
を
行
う
。
ま
だ
十
分
に
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
野
蛮

性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
一
九
三
三
年
の
段
階
で
、「
私
は
全
て
可
、
ヒ
ト
ラ
ー
だ
け
は
不
可
、
と
い
う
こ
と
だ
け
し
か
考

え
て
い
な
い
」（F890: 1

（
3
）

85

）
と
ま
で
言
い
切
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
の

何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
を
彼
の
一
次
大
戦
批
判
と
関
連
付
け
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。
続
い
て
第
三
章
で
は
、
ま
ず
ク
ラ
ウ
ス
が
な

ぜ
ド
ル
フ
ス
を
支
持
し
た
の
か
を
解
明
す
る
。
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
絶
対
悪
で
あ
っ
た
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
す
る
最
初
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
し

て
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ド
ル
フ
ス
を
熱
烈
に
支
持
し
た
。
こ
の
政
治
判
断
に
は
、
ナ
チ
ス
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
消
極
面
と
同
時
に
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
独
立
維
持
を
主
張
す
る
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
積
極
的
な
発
露
が
見
ら
れ
る
。
続
い
て
こ
う
し
た
ク
ラ

ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
の
判
断
が
果
た
し
て
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
、
ド
ル
フ
ス
政
権
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
ク
ラ

ウ
ス
は
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
勢
力
と
し
て
ド
ル
フ
ス
を
支
持
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に
ド
ル
フ
ス
は
議
会
主
義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
否
定

し
、
共
和
国
の
破
壊
を
行
っ
た
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
抵
抗
と
い
う
一
点
で
こ
う
し
た
処
置
が
「
全
て
可
」
と
弁
証
さ
れ

う
る
の
か
検
討
を
行
い
た
い
。

　
一
九
三
〇
年
代
を
ウ
ィ
ー
ン
で
過
ご
し
、
ク
ラ
ウ
ス
同
様
に
ナ
チ
ズ
ム
批
判
を
行
う
と
同
時
に
ド
ル
フ
ス
政
権
を
支
持
し
、
そ
の
自
伝

の
中
で
も
自
己
の
政
治
的
態
度
を
ク
ラ
ウ
ス
と
同
一
視
し
て
い
る
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ス
の
著
作
に
つ
い
て
「
ナ
チ

ズ
ム
の
真
剣
な
研
究
は
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
と
同
時
代
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
お
け
る
批
判
へ
の
言
及
な
く
し
て
は
不
可

能
」
で
あ
る
と
述（
4
）べ、
さ
ら
に
二
次
大
戦
後
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
の
講
義
に
お
い
て
は
「
政
治
に
口
を
挟
も
う
と
す
る
全
て
の
ド
イ
ツ

の
学
生
に
と
っ
て
、
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
を
読
む
こ
と
は
義
務
で
あ
る
」
と
ま
で
説
い
て
い（
5
）る。

本

論
文
が
主
た
る
検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
も
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
並
び
に
『
フ
ァ
ッ 
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ケ
ル
』
第
八
九
〇
―
九
〇
五
号
の
論
文
「
な
ぜ
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
刊
行
さ
れ
な
い
か
」
で
あ
る
。

二
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判

㈠
　
第
一
次
世
界
大
戦
批
判
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
批
判
へ

　
そ
れ
で
は
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判
の
言
説
分
析
か
ら
始
め
た
い
。
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
ナ
チ
ズ
ム
と
は
そ
れ
ま
で
彼
が
批
判
し
続

け
て
き
た
「
時
代
の
悪
」
の
集
大
成
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判
に
は
、
彼
の
一
次
大
戦
批
判
に
お
け
る

よ
う
な
そ
れ
ま
で
の
議
論
に
依
拠
し
た
批
判
が
い
く
つ
も
見
ら
れ（
6
）る。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
一
次
大
戦
批
判
に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
ま
で
の
ク

ラ
ウ
ス
の
時
代
批
判
と
ナ
チ
ズ
ム
に
対
す
る
彼
の
批
判
を
「
連
続
性
」
の
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
で
、
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
個
別
現
象
に
限

定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
ク
ラ
ウ
ス
が
問
題
視
し
続
け
た
「
時
代
の
悪
」
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
示
し
た
い
と
思（
7
）う。

　
ク
ラ
ウ
ス
の
時
代
批
判
の
手
法
と
は
、
つ
ね
に
批
判
対
象
の
語
る
「
言
葉
」
に
着
目
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
批
判
対
象
の
語
る
言

葉
と
現
実
の
実
態
の
乖
離
、
言
葉
の
虚
偽
性
を
暴
露
す
る
と
い
う
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
暴
露
が
批
判
の
第
一
の
手
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
こ
の
批
判
は
、
大
衆
に
向
か
っ
て
言
葉
を
語
る
人
々
（
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
知
識
人
）、
そ
の
媒
介
た
る
マ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
以
下
マ
ス
コ
ミ
）
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
時
に
ク
ラ
ウ
ス
は
、
こ
う
し
た
虚
偽
の

言
葉
が
新
た
な
現
実
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
「
創
出
」
機
能
に
対
し
て
も
批
判
を
加
え
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
言
辞
を
無
批
判
に

受
け
取
っ
た
大
衆
は
、
そ
の
言
葉
に
誘
発
さ
れ
新
た
な
行
為
を
生
み
出
す
。
そ
う
し
た
虚
偽
の
言
葉
の
受
容
者
側
の
問
題
も
ク
ラ
ウ
ス
は

指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
言
葉
」
を
基
準
に
時
代
批
判
を
行
う
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
最
大
の
敵
は
、
日
増
し
に
影
響
力
を
伸
ば
し
て
い
る
プ
レ
ス
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（Press

）
で
あ
っ
た
。
当
時
プ
レ
ス
と
い
う
言
葉
は
一
義
的
に
は
新
聞
報
道
を
指
し
て
い
た
が
、
ク
ラ
ウ
ス
は
マ
ス
コ
ミ
全
体
を
問
題
に

し
て
い
る
と
い
え
る
。
虚
偽
の
言
葉
を
大
衆
に
向
け
て
拡
散
さ
せ
、
さ
ら
に
新
た
な
行
為
を
誘
発
す
る
プ
レ
ス
を
ク
ラ
ウ
ス
は
時
代
の
悪

の
大
本
と
見
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
九
一
四
年
の
ク
ラ
ウ
ス
は
、「
世
界
大
戦
（
一
次
大
戦
の
こ
と

―
引
用
者
注
）
と
は
プ
レ
ス
の
影
響
力

の
一
つ
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
」（F404: 10

）
と
考
え
た
し
、
同
じ
よ
う
に
一
九
三
三
年
に
は
「
ナ
チ
ズ
ム
が
プ
レ
ス
を
滅
ぼ
し
た
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
プ
レ
ス
が
ナ
チ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
」（F890 -905: 1

（
8
）

41

）
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
戦
争
の
勃
発
も
ナ
チ

ズ
ム
の
興
隆
も
プ
レ
ス
の
成
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ナ
チ
ズ
ム
の
最
大
の
問
題
と
は
、
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ウ
ス
が
権
力
と
の
癒
着
を

批
判
し
て
き
た
プ
レ
ス
が
、
む
し
ろ
権
力
そ
の
も
の
に
つ
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
な
り
そ
こ
な
い
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
ヨ
ゼ

フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
を
宣
伝
大
臣
に
置
き
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
や
映
画
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
を
用
い
て
宣
伝
工
作
を
行
う
ナ
チ
ス
の
政
体
は
、
一

次
大
戦
以
来
の
「
イ
ン
ク
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
死
の
三
者
同
盟
」（F890 -905: 1

（
9
）

42

）
の
完
成
形
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ま
ず
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
面
か
ら
見
て
い
こ
う
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と
い
う
面
で
ク
ラ

ウ
ス
が
も
っ
と
も
問
題
と
し
た
の
は
、
彼
自
身
の
造
語
で
あ
る
「
テ
ク
ノ
ロ
マ
ン
主
義
」
で
あ
っ
た
。
一
次
大
戦
中
に
考
え
出
さ
れ
た
こ

の
概
念
で
ク
ラ
ウ
ス
が
批
判
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
超
近
代
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
中
世
的
な
紋
章
の
「
同
時
性
（G

leichzeitigkeit

）」

で
あ
る
（F474 -483: 41

）。
Ｕ
ボ
ー
ト
や
毒
ガ
ス
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
兵
器
に
支
え
ら
れ
て
商
業
利
害
の
た
め
に
行
わ
れ
る
帝
国
主

義
戦
争
を
、「
英
雄
」
や
「
名
誉
」
と
い
っ
た
中
世
騎
士
道
の
概
念
で
装
飾
し
喧
伝
す
る
こ
と
を
、
一
次
大
戦
中
ク
ラ
ウ
ス
は
強
く
批
判

し
た
。
一
方
、
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
を
用
い
て
民
族
神
話
を
讃
え
、
反
対
派
の
焚
書
を
行
う
ナ
チ
ス
に
対
し
て
も
、
ク
ラ

ウ
ス
は
「
電
気
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
神
話
、
原
子
破
壊
と
薪
の
山
の
同
時
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
（F890 -905: 1

）
10
（64

）。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
使
っ
て
支
配
を
美
化
し
つ
つ
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
支
配
を
強
化
す
る
ナ
チ
ス
の
戦
術
を
ク
ラ
ウ
ス

は
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
「
鋼
鉄
の
ロ
マ
ン
主
）
11
（

義
」
を
語
る
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
こ
そ
、
ま
さ
に
ナ
チ
ス
の
宣
伝
大
臣
に
ふ
さ

わ
し
い
人
間
で
あ
っ
）
12
（
た
。
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ま
た
同
様
の
観
点
か
ら
、
一
次
大
戦
を
叙
情
的
文
句
で
装
飾
す
る
詩
人
達
を
ク
ラ
ウ
ス
は
強
く
批
判
し
た
が
、
ナ
チ
ズ
ム
批
判
に
お
い

て
も
、
ナ
チ
ス
を
直
接
的
に
支
持
あ
る
い
は
間
接
的
に
受
け
入
れ
た
知
識
人
を
厳
し
く
追
及
し
て
い
る
。『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の

夜
』
に
お
い
て
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ベ
ン
か
ら
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
、
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
に
い
た
る
数
多
く
の
第
三
帝
国
の
知
識
人
が
批
判
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
公
的
に
ナ
チ
ス
へ
の
支

持
を
表
明
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ベ
ン
へ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
眼
は
厳
し
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
一
九
三
三
年
五
月
二
七
日
に
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
学
長
就
任
演
説
「
ド
イ
ツ
的
大
学
の
自
己
主
）
13
（
張
」

を
行
い
、
全
文
が
同
年
七
月
一
四
日
の
『
ド
イ
チ
ェ
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
演
説
か
ら
「（
民
族
の
精
神
世
界
と
は
）
現
存
在
の
も
っ
と
も
内
的
な
興
奮
、
も
っ
と
も
広
範
な
震
撼
の
力
と
し
て
の
、
民
族
の

血
と
大
地
の
諸
力
を
も
っ
と
も
深
く
維
持
す
る
力
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
を
引
用
し
、
な
ぜ
民
族
が
血
と
大
地
の
力
に
よ
っ
て
興
奮

し
震
撼
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
功
す
る
か
と
い
う
の
は
、
も
は
や
学
問
上
の
証
明
の
問
題
で
は
な

く
「
信
仰
」
の
問
題
で
あ
る
と
批
判
を
加
え
る
。
そ
し
て
医
学
上
「
血
と
大
地
」
が
結
び
つ
く
と
破
傷
風
の
危
険
性
が
生
じ
）
14
（

る
の
と
同
様

に
、
哲
学
に
お
い
て
こ
の
結
び
つ
き
は
精
神
の
病
の
危
険
性
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
だ
と
諷
刺
し
て
い
る
。
こ
の
「
血
と
大
地
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
ナ
チ
ス
が
繰
り
返
し
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
語
の
諸
外
国
で
の
一
年
分
の
使
用
量
が
ド
イ
ツ
で
は
一

日
の
使
用
量
に
値
し
、
ま
る
で
血
と
大
地
は
ド
イ
ツ
に
し
か
な
い
か
の
よ
う
だ
と
皮
肉
っ
て
い
）
15
（
る
。
き
わ
め
て
難
解
な
哲
学
的
ジ
ャ
ー
ゴ

ン
を
用
い
な
が
ら
、
ナ
チ
ス
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
用
い
て
政
権
を
支
持
し
、
学
生
に
勤
労
奉
仕
や
国
防
奉
仕
を
説
く
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
ク
ラ
ウ

ス
は
「
深
遠
な
暴
力
の
代
言
人
」、「
ド
イ
ツ
哲
学
を
ヒ
ト
ラ
ー
思
想
へ
の
予
備
校
と
し
て
手
直
し
す
る
も
の
」
と
断
ず
る
の
で
あ
）
16
（

る
。

　
こ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
以
上
に
頁
を
割
い
て
ク
ラ
ウ
ス
が
批
判
を
加
え
た
の
が
ベ
ン
だ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
ベ
ン
の
論
文
「
亡
命
文
学
者
に

答
え
）
17
（

る
」（
同
論
文
は
ベ
ン
の
ナ
チ
ス
政
権
へ
の
支
持
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
ス
・
マ
ン
に
よ
り
公
開
書
簡
で
受
け
た
批
判
へ
の
応
答
と
し
て
書
か
れ
た
）
を

も
と
に
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
三
三
年
五
月
二
四
日
に
ラ
ジ
オ
講
演
と
い
う
形
で
放
送
さ
れ
、
翌
日
『
ド
イ
チ
ェ
・
ア
ル
ゲ
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マ
イ
ネ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
講
演
の
中
で
ベ
ン
は
、
マ
ン
の
よ
う
な
亡
命
し
て
い
た
人
間
と
は
、
ナ

チ
ス
政
権
成
立
以
後
の
「
体
験
」
を
分
ち
合
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
ナ
チ
ス
政
権
の
確
立
と
は
「
新
し
い
人
間
の
タ

イ
プ
」、「
新
し
い
生
物
学
的
タ
イ
プ
」
の
誕
生
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
マ
ン
が
こ
う
し
た
事
態
を
非
合
理
と
批
判
す
る
に
し
て

も
、
非
合
理
こ
そ
創
造
に
近
く
創
造
力
が
あ
る
も
の
な
の
だ
と
弁
護
を
行
う
。

　
こ
う
し
た
ベ
ン
の
主
張
に
対
し
て
も
ク
ラ
ウ
ス
は
舌
鋒
鋭
く
反
論
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
も
し
ベ
ン
の
言
う
よ
う
に
マ
ン
の
よ
う
な
人

物
が
ド
イ
ツ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ら
、
彼
ら
が
〈
体
験
〉
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
強
制
収
容
所
へ
の
連
行
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し

て
そ
の
よ
う
に
無
実
の
人
々
を
連
行
し
、
暴
力
を
振
る
う
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
人
間
が
登
場
し
た
こ
と
は
確
か
に
〈
新
し
い
生
物
学
的

タ
イ
プ
〉
の
誕
生
で
あ
る
」、
と
。
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
単
な
る
「
人
殺
し
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
す
ぎ
な
）
18
（
い
。
こ
こ
で
も

ベ
ン
の
非
合
理
主
義
、
ナ
チ
ス
体
制
の
野
蛮
性
の
看
過
、
そ
し
て
「
英
雄
神
話
と
疑
似
科
学
的
ジ
ャ
ー
ゴ
ン
の
結
合
」
が
批
判
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
）
19
（
る
。

　
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ウ
ス
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
や
ベ
ン
の
詩
の
分
析
評
価
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ク
ラ
ウ
ス
が
指
摘
し
て
い
る
の

は
、
そ
う
い
っ
た
彼
ら
の
思
索
と
詩
作
そ
れ
自
体
へ
の
判
断
は
留
保
す
る
に
し
て
も
、
な
ぜ
彼
ら
が
そ
れ
を
ナ
チ
ス
の
よ
う
な
野
蛮
な
体

制
と
直
接
に
結
び
付
け
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
当
然
の
疑
問
な
の
で
あ
る
（
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
は
も
は
や
詩
人
﹇D

ichter

﹈
と
哲
学

者
﹇D

enker

﹈
の
国
で
は
な
く
、
裁
判
官
﹇Richter

﹈
と
死
刑
執
行
人
﹇H

enker

﹈
の
国
で
あ
っ
）
20
（
た
）。
そ
し
て
そ
の
批
判
方
法
は
、
政
治
的
暴
力

を
言
葉
で
装
飾
す
る
こ
と
へ
の
ク
ラ
ウ
ス
年
来
の
嫌
悪
感
に
基
づ
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
マ
ス
コ
ミ
の
語
る
「
言
葉
」
に
よ
る
「
行
為
」
の
誘
発
と
い
う
問
題
に
関
し
て
も
、
ク
ラ
ウ
ス
は
一
次
大
戦
開
戦
当
初
か
ら
プ
レ

ス
を
「
刺
激
物
（Erreger

）」（F404: 11

）
と
捉
え
、
報
道
に
よ
っ
て
煽
ら
れ
る
こ
と
で
戦
争
へ
の
熱
狂
や
排
外
主
義
が
生
ま
れ
た
と
考

え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
プ
レ
ス
が
語
る
言
葉
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
熱
狂
や
憎
し
み
が
創
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
止
め

た
大
衆
が
行
為
へ
と
移
っ
て
い
く
こ
と
（
例
え
ば
前
線
へ
の
志
願
や
外
国
人
の
迫
害
）
を
ク
ラ
ウ
ス
は
問
題
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
反
ユ
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ダ
ヤ
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
煽
る
こ
と
で
支
持
を
拡
大
す
る
ナ
チ
ス
に
も
、
ク
ラ
ウ
ス
は
当
然
な
が
ら
同
じ
現
象
を
見
て
い
た
。

　
一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
こ
の
例
に
適
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
が
「
匕
首
伝
説
（D

olchstosslegende

）」
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
同
盟
国
側
が
一
次
大
戦
で
敗
れ
た
の
は
前
線
で
の
戦
い
で
は
な
く
、
背
後
か
ら
の
裏
切
り
の
せ
い
で
あ
る
と
い
う
、
戦
後
右

派
に
よ
っ
て
流
布
さ
れ
た
伝
説
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
伝
説
に
よ
っ
て
「
戦
争
責
任
は
、
戦
争
を
始
め
た
者
た

ち
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ

―
戦
争
の
せ
い
で
生
じ
た
も
の
は
、
講
和
を
結
ん
だ
せ
い
だ
と
さ
れ
た
」
し
、「
罪
は
宣
戦
の
布
告
者
た
ち
か

ら
講
和
の
署
名
者
に
押
し
付
け
ら
れ
）
21
（
た
」。
現
に
休
戦
協
定
に
署
名
し
た
ド
イ
ツ
中
央
党
の
政
治
家
マ
テ
ィ
ア
ス
・
エ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
は
、

一
九
二
一
年
に
右
翼
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
実
体
な
き
も
の
の
実
体
化
の
典
型
的
な
例
と
し
て
ク
ラ
ウ
ス
が
問
題
に
し
続
け
た
も
の
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
人

種
主
義
で
あ
る
。
か
つ
て
超
民
族
国
家
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
臣
民
で
あ
り
、
個
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
超
え
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
」
意
識
を
持
っ
て
い
た
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
人
種
に
よ
っ
て
本
質
主
義
的
に
人
間
の
優
劣
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

実
体
を
欠
い
た
妄
想
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
ナ
チ
ス
の
人
種
主
義
に
対
し
、「
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
（
人
種
と
い
う

―
引
用

者
注
）
妄
想
に
と
ら
わ
れ
、
創
造
に
逆
ら
う
態
度
に
い
た
る
ま
で
混
乱
し
て
い
る
連
中
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
〈
人
種
〉
の
劣
等
性
を
認

め
て
い
る
」
と
い
う
の
が
自
ら
の
立
場
で
あ
る
と
諷
刺
的
に
批
判
を
加
え
て
い
）
22
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一
次
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

派
に
対
し
て
も
、
ま
た
ナ
チ
ス
に
対
し
て
も
、
彼
ら
の
持
つ
ド
イ
ツ
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ー
リ
ア
人
種
と
し
て
の
選
民
意
識
が
む
し
ろ

「
ヨ
シ
ュ
ア
的
」
で
あ
る
と
、
旧
約
聖
書
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
選
民
意
識
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
）
23
（

る
。
こ
の
意
味
で
ク
ラ
ウ
ス
は
ユ
ダ

ヤ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
も
終
始
批
判
的
だ
っ
）
24
（

た
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
人
種
の
実
体
化
と
そ
れ
に
基
づ
く
差
別
と
い
う

問
題
は
、
一
次
大
戦
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
ク
ラ
ウ
ス
の
批
判
対
象
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ス
の
ナ
チ
ズ
ム
批
判
の
手
法
の
多
く
は
、
彼
が
従
来
行
っ
て
き
た
批
判
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ク

ラ
ウ
ス
は
ナ
チ
ズ
ム
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
プ
レ
ス
や
知
識
人
の
語
る
言
葉
の
虚
偽
性
の
暴
露
、
さ
ら
に
は
彼
自
身
の
批
判
で
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対
抗
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
、
よ
り
邪
悪
な
も
の
、
ナ
チ
ズ
ム
の
悪
の
前
代
未
聞
さ
を
認
め
て
い
た
（
こ
の
も
は
や
言
葉
で
太
刀
打
ち
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
無
力
感
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
の
一
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
次
節
で
見
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
ナ
チ
ス
の
生
み
出
す
言
葉
の
あ
か
ら
さ
ま
な
虚
偽
性
と
、
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
行
為
の
残
虐
性
で
あ
っ
た
。

㈡
　
ナ
チ
ズ
ム
の
前
代
未
聞
さ

　
先
述
の
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
一
月
に
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
誕
生
し
た
後
、
ク
ラ
ウ
ス
は
二
冊
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
を
刊
行
し
た
が
、
い

ず
れ
も
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
へ
の
直
接
の
言
及
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
三
三
年
一
〇
月
に
発
行
さ
れ
た 

『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
八
八
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
一
編
の
詩
か
ら
は
次
の
詩
行
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
の
世
界
が
目
覚
め
た
と
き
、
言
葉
は
眠
り
に
つ
い
た
（F888: 4

）。

「
あ
の
世
界
が
目
覚
め
た
と
き
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
ナ
チ
ス
政
権
の
成
立
の
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
詩
を
発
表
す
る
こ
と

で
、
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
悪
に
対
す
る
言
葉
の
無
力
さ
と
自
ら
の
沈
黙
の
わ
け
を
暗
に
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
は
ナ
チ
ス
に
お
け
る
「
言
葉
」
と
「
行
為
」
の
関
係
を
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
み
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ナ
チ
ス
幹
部
の

侵
略
的
、
好
戦
的
な
演
説
の
「
言
葉
」
を
批
判
す
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
は
「
行
為
」
に
よ
っ
て
ナ
チ
ス
を
評
価
せ
よ
と
反
駁
さ
れ
、
一

方
ナ
チ
ス
党
員
の
暴
力
的
「
行
為
」
を
批
判
す
る
と
、
そ
う
し
た
末
端
の
行
為
で
は
な
く
ヒ
ト
ラ
ー
の
平
和
演
説
の
「
言
葉
」
を
参
照
せ

よ
と
言
い
返
さ
れ
る
。
そ
し
て
両
者
の
矛
盾
を
指
摘
す
れ
ば
、
革
命
に
際
し
そ
う
し
た
付
随
現
象
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
諭
さ

れ
）
25
（

る
。
こ
う
し
た
事
態
を
前
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
絶
望
的
に
次
の
よ
う
に
語
る
。「
周
囲
に
あ
る
も
の
と
い
え
ば
、
た
だ
混
迷
と
、
い
か
な

る
理
念
も
持
た
ぬ
あ
の
理
念
の
、
た
ぶ
ら
か
し
の
魔
術
に
よ
る
呪
縛
だ
け
だ
」（F890 -905: 1

）
26
（64

）。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ウ
ス
は
、
様
々
な
演
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説
や
新
聞
報
道
な
ど
を
即
物
的
に
併
記
す
る
こ
と
で
、「
ナ
チ
ス
が
言
っ
た
り
書
い
た
り
し
て
い
る
こ
と
と
、
彼
ら
が
実
際
行
っ
て
い
る

こ
と
の
間
に
あ
る
架
橋
不
能
な
深
淵
」
を
示
そ
う
と
し
）
27
（

た
。
ヒ
ト
ラ
ー
や
ゲ
ー
リ
ン
グ
ら
の
演
説
と
同
時
に
、
報
道
さ
れ
る
様
々
な
暴
力

沙
汰
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
矛
盾
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ク
ラ
ウ
ス
か

ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
「
言
葉
」
を
用
い
て
ナ
チ
ス
を
論
評
し
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る
こ
と
は
も
は
や
無
意
味
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ナ
チ
ス
が
平
和
的
な
演
説
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
そ
も
そ
も
そ
れ
を
行
為
に
移
そ
う
と
い
う
意
志
が
な
い
の

で
あ
り
、
一
方
で
暴
力
を
肯
定
す
る
演
説
を
行
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
国
家
に
公
認
さ
れ
た
暴
力
行
為
を
誘
発
す
る
だ
け
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
が
ナ
チ
ス
に
対
す
る
言
葉
で
の
批
判
の
無
力
を
悟
っ
た
の
は
、
こ
の
国
家
に
よ
る
剝
き
出
し
の
暴
力
行
使
を
目
の
当
た
り
に

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
の
中
で
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
や
反
体
制
派
へ
の
暴
力
行
為
が
、
い
か

に
正
当
化
さ
れ
賛
美
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
各
国
の
新
聞
記
事
を
引
用
し
な
が
ら
数
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
著
に
お

い
て
ク
ラ
ウ
ス
は
早
く
も
一
九
三
三
年
の
段
階
で
、「
強
制
収
容
所
」
の
問
題
を
集
中
的
に
扱
っ
て
い
）
28
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
目
に
は
、
自
ら

の
著
作
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
な
っ
た
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
お
け
る
ピ
レ
ー
モ
ー
ン
と
バ
ウ
キ
ス
の
運
命
が
、
眼
前
の
ド
イ
ツ

で
日
々
現
実
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
あ
）
29
（

る
。

　
ナ
チ
ス
の
支
配
下
で
は
、
ナ
チ
ス
に
「
内
な
る
敵
」
と
認
定
さ
れ
た
人
々
は
法
的
権
利
を
剝
奪
さ
れ
て
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
、
こ
の
超
法

規
的
な
暴
力
を
振
る
う
連
中
が
英
雄
と
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
被
害
者
の
傷
口
に
文
字
通
り
塩
が
塗
り
こ
ま
れ
、
か
ろ
う
じ
て
そ
こ
か
ら
逃

げ
出
し
て
も
片
目
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
）
30
（

下
で
は
、
も
は
や
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
比
喩
的
な
慣
用
表
現
は
不
可
能
で
あ
る
と
ク
ラ

ウ
ス
は
諷
刺
的
に
主
張
す
る
（F890 -905: 94 -9

）
31
（7

）。
も
と
も
と
存
在
し
た
野
蛮
な
行
為
が
、
言
葉
と
し
て
洗
練
さ
れ
残
っ
て
き
た
の
が

慣
用
句
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
慣
用
句
通
り
の
蛮
行
が
な
さ
れ
る
ナ
チ
ス
政
権
下
の
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
は
、
慣
用
句
は
も
は
や
慣
用
句

と
し
て
の
意
味
を
成
さ
な
い
。
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こ
う
し
た
個
々
の
暴
力
行
為
の
肯
定
に
加
え
、
国
会
議
事
堂
放
火
事
件
の
よ
う
に
「
事
件
を
裁
判
に
か
け
る
の
が
そ
の
犯
人
で
あ
る
と

い
う
、
世
界
史
に
も
犯
罪
史
に
お
い
て
も
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
よ
う
な
厄
介
な
事
件
」
ま
で
も
が
発
生
す
）
32
（

る
。
こ
の
あ
か
ら
さ
ま
な

「
言
葉
」
と
「
行
為
」
の
矛
盾
を
前
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
言
葉
」
に
よ
る
批
判
の
不
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絶
望
状
況

で
ク
ラ
ウ
ス
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

暴
力
は
論
争
の
対
象
で
は
な
く
、
狂
気
は
諷
刺
の
主
題
で
は
な
い
（F890 -905: 26

）。

そ
の
結
果
ク
ラ
ウ
ス
は
ナ
チ
ス
を
も
は
や
言
論
で
倒
す
相
手
で
は
な
く
、
力
で
打
ち
倒
す
べ
き
対
象
と
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
先

ほ
ど
言
及
し
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ベ
ン
の
エ
ッ
セ
イ
「
亡
命
文
学
者
に
答
え
る
」
の
中
で
、
ベ
ン
が
亡
命
知
識
人
を
フ
ラ
ン
ス
軍
の
味

方
を
す
る
も
の
と
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
て
も
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ダ
ッ
ハ
ウ
を
抱
え
た
祖
国
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
軍
の
ほ
う
が
ど
れ
だ
け
安

全
だ
ろ
う
か
と
反
論
し
て
い
る
）
33
（

し
、
他
の
箇
所
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
警
察
の
介
入
を
ク
ラ
ウ
ス
は
求
め
て
い
）
34
（

る
。
そ
ん
な
ク
ラ
ウ
ス
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
政
治
家
の
中
で
ナ
チ
ス
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
期
待
し
た
の
が
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ル
フ
ス
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
ク
ラ
ウ

ス
が
ド
ル
フ
ス
と
彼
の
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
を
支
持
す
る
に
至
っ
た
過
程
を
よ
り
詳
細
に
見
て
い
く
と
共
に
、
そ
の
問
題
点

も
指
摘
し
た
い
。三

　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム

　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
の
理
由
を
探
る
に
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
自
ら
を
含
め
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
ナ
チ
ス
に
敵
対

す
る
人
々
の
生
命
の
安
全
を
非
常
に
強
く
危
惧
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
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並
び
に
「
な
ぜ
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
刊
行
さ
れ
な
い
か
」
で
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
で
の
生
命
の
危
機
と
、
そ
れ
に
対
す
る
擁
護
者
と
し
て

の
ド
ル
フ
ス
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ナ
チ
ス
へ
の
批
判
に
は
生
命
の
危
機
（Lebensgefahr

）
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
、
対
し
て
ド
ル
フ
ス
へ
の
賛
辞
に
は
救
済
者
（Retter

）、
生
の
救
済
（Lebensrettung

）
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
が
こ
こ
ま
で
ナ
チ
ス
に
脅
威
を
感
じ
て
い
た
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
彼
が
強
迫
的
に
ナ
チ
ス
を
恐
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
よ
り
も
、
実
害
が
彼
に
迫
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ク
ラ
ウ
ス
は
そ
れ
ま
で
何
度
も
自
身
の
講
演
や
作
品
の
上
演
が
ナ
チ
ス
に

妨
害
さ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
の
友
人
エ
ー
リ
ヒ
・
ミ
ュ
ー
ザ
ム
が
逮
捕
、
虐
殺
さ
れ
、
ク
ラ
ウ
ス
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
の
授
与
を
主
張
し
て
い
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
レ
ッ
シ
ン
グ
（F751 -756: 86

）
も
亡
命
先
の
チ
ェ
コ
で
暗
殺
さ
れ
る
な
）
35
（
ど
、
ク
ラ
ウ
ス

周
囲
の
人
物
に
ま
で
ナ
チ
ス
の
魔
の
手
は
伸
び
て
い
た
。
ま
た
ウ
ィ
ー
ン
で
起
き
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
商
店
主

の
殺
害
事
件
も
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
）
36
（
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
下
で
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ナ
チ
ス
へ

断
固
た
る
処
置
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
ド
ル
フ
ス
へ
の
支
持
を
明
確
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
が
特
に
賞
賛
し
た
の
は
、
ナ
チ
党
員
で
バ
イ
エ
ル
ン
法
相
の
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
ク
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
入
国
を
拒
否
し
た
、
一

九
三
三
年
五
月
の
ド
ル
フ
ス
の
処
置
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
出
来
事
を
フ
ラ
ン
ク
が
降
り
立
っ
た
飛
行
場
の
所
在
地
で
あ
る
と
同
時

に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
軍
が
初
め
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
打
ち
破
っ
た
地
で
も
あ
る
「
ア
ス
ペ
ル
ン
」
と
い
う
地
名
を
強
調
す
る
こ
と
で
そ

の
愛
国
的
意
義
を
表
し
て
い
）
37
（
る
（F890 -905: 14, 181

）。
ド
ル
フ
ス
は
こ
の
翌
月
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ナ
チ
ス
自
体
を
禁
止
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
一
九
三
三
年
六
月
と
い
う
比
較
的
早
い
段
階
で
の
ナ
チ
ス
に
対
す
る
厳
し
い
態
度
は
、
ク
ラ
ウ
ス
の
み
な
ら
ず
多
く
の
ユ
ダ

ヤ
人
に
支
持
さ
れ
た
。
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
作
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
レ
ア
の
回
想
の
中
で
も
、
も
と
も
と
社
民
党
支
持
者
で
あ
っ
た

父
親
が
、「
前
任
の
首
相
た
ち
と
違
っ
て
ナ
チ
ス
を
禁
止
す
る
だ
け
の
勇
気
を
持
っ
て
い
た
」
ド
ル
フ
ス
支
持
に
傾
い
て
い
っ
た
様
子
が

描
か
れ
て
い
）
38
（
る
。

　
し
か
し
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
反
対
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
の
み
理
解
す
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ウ
ス
の
熱
心
な
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ド
ル
フ
ス
支
持
の
意
味
を
表
面
的
に
し
か
見
な
い
こ
と
に
な
る
。
ク
ラ
ウ
ス
が
ド
ル
フ
ス
の
ナ
チ
ス
に
対
す
る
戦
い
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
た
の
か
は
次
の
文
章
か
ら
は
か
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
ド
ル
フ
ス
氏
が
主
要
な
点
で
明
確
な
業
績
を
挙
げ
て
い
る
点
以
外
で
は
、
決
し
て
彼
を
過
大
評
価
し
た
り
は
し
な
い
。
し
か
し
彼
は
今
日
の
祖
国

が
直
面
す
る
急
務
（N

otw
endigkeit

）
を
一
九
一
四
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
き
、
自
身
を
過
小
評
価
し
て
い
る
。
あ
の
時
祖
国
は
起
き
る
の
で
は

な
く
む
し
ろ
無
気
力
の
ま
ま
で
い
て
く
れ
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。
初
等
読
本
が
賞
賛
す
る
祖
国
の
「
聖
な
る
防
衛
戦
争
」
へ
と
（in den heiligen 

Verteidigungskrieg
）
二
〇
年
後
に
な
っ
て
初
め
て
祖
国
は
入
っ
て
い
く
の
）
39
（
だ
。

一
次
大
戦
を
強
く
批
判
し
続
け
た
ク
ラ
ウ
ス
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
を
「
聖
な
る
防
衛
戦
争
」
と
呼
び
は
し
な
い
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一

次
大
戦
を
肯
定
的
に
語
る
ド
ル
フ
ス
を
一
面
で
は
批
判
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
守

る
「
聖
な
る
防
衛
戦
争
」
を
開
始
し
た
と
い
う
点
で
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ド
ル
フ
ス
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
ク
ラ
ウ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
の
発
露
が
見
ら
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一
次
大
戦
時
に
も
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
へ
の
ド
イ
ツ
の
影
響
力
の
拡
大
に
反
対
し
、
単
独
講
和
を
求
め
た
保
守
派
の
政
治
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ
を
強
く
支
持
し
て
い
）
40
（
た
。

当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
逆
説
的
な
が
ら
、
多
民
族
帝
国
と
し
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
枠
組
み
の
維
持
を
主
張
す
る
保
守
派
が
、

む
し
ろ
積
極
的
な
反
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
ド
イ
ツ
感
情
と
単
独
講
和
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ド
ル
フ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
は
共
に
熱
心
な
カ

ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
存
在
意
義
を
説
く
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
理
念
」
の
主
唱
者
で

あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
一
次
大
戦
時
に
は
反
戦
と
い
う
形
で
発
露
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
が
、
一
九

三
〇
年
代
に
は
反
ナ
チ
ス
と
い
う
形
で
再
び
前
面
に
出
て
く
る
と
い
う
、
ク
ラ
ウ
ス
の
政
治
姿
勢
に
一
貫
す
る
性
格
が
垣
間
見
え
る
の
で

あ
る
。
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こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
政
治
姿
勢
が
当
時
特
に
左
派
か
ら
強
い
非
難
を
浴
び
た
の
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ド
ル
フ
ス
政
権
を
支
持
し
た
こ
と

に
加
え
て
、
社
民
党
を
ナ
チ
ス
と
等
置
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
に
理
由
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
共
和
国
誕
生
当
初
は
蜜
月
関
係
に 

あ
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
と
社
民
党
だ
っ
た
が
、
社
民
党
が
ク
ラ
ウ
ス
の
反
対
す
る
ド
イ
ツ
と
の
合
邦
政
策
を
主
張
し
続
け
た
こ
と
、
ま
た
一
部

の
社
民
党
指
導
者
が
ク
ラ
ウ
ス
へ
の
批
判
を
強
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
両
者
の
関
係
は
冷
え
切
っ
た
も
の
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
両
者
の
関
係
を
決
定
的
に
引
き
裂
い
た
の
が
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ス
の
社
民
党
批
判
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
批
判
は
二
つ
の
方
向
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
一
点
目
は
ナ
チ
ス
同
様
社
民
党
の
指
導
者
の
語
る
「
言
葉
」
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
性
へ
の
批
判
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
曰
く
、
ナ
チ
ス
の
言
葉
に
は
「
狂
気
」
が
、
社
民
党
の
そ
れ
に
は
「
空
疎
さ
」
が
あ
）
41
（

る
。
も
う

一
点
は
ナ
チ
ス
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
時
代
に
ド
ル
フ
ス
批
判
を
強
め
る
社
民
党
の
政
治
的
判
断
へ
の
批
判
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
方
の
点

に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　
前
者
の
「
言
葉
の
空
疎
さ
」
の
問
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
は
社
民
党
の
抱
え
て
い
た
構
造
的
問
題

―
「
言
葉
」
の
上
で
の

革
命
主
義
、「
行
為
」
の
上
で
の
改
良
主
義
の
矛
盾

―
を
言
い
当
て
て
い
る
と
い
え
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
民
党
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ

ズ
ム
と
は
一
線
を
画
し
た
社
会
民
主
主
義
政
党
と
し
て
、
共
和
国
時
代
を
通
じ
議
会
主
義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
枠
内
で
改
良
主
義
的
に
労
働

者
の
生
活
向
上
を
図
る
と
い
う
大
き
な
実
績
を
残
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
一
九
二
六
年
に
採
択
さ
れ
た
リ
ン
ツ
綱
領
に
お
い

て
暴
力
革
命
に
よ
る
権
力
奪
取
の
可
能
性
を

―
留
保
つ
き
な
が
ら
も

―
記
載
す
る
な
ど
、
党
内
左
派
を
つ
な
ぎ
と
め
る
意
味
で
の
革

命
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
ク
ラ
ウ
ス
は
「
火
を
つ
け
る
よ
う
な
扇
動
的
演
説
を
す
る
そ
の
脇
に
は
、
消

防
隊
が
待
っ
て
い
る
」
社
民
党
の
連
）
42
（

中
と
非
難
し
て
い
る
。
そ
れ
を
語
る
当
の
本
人
た
ち
が
実
現
す
る
気
も
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
政
策
の

実
態
に
即
し
て
も
い
な
い
革
命
的
言
辞
を
ク
ラ
ウ
ス
は
空
疎
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
考
え
て
い
た
。
社
民
党
の
主
張
す
る
「
闘
争
」（
こ
の

闘
争
﹇Kam

pf

﹈
と
い
う
言
葉
は
社
民
党
の
月
刊
誌
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
）
と
か
「
権
力
」
と
か
い
う
言
葉
は
、「
机
上
の
空
論
」、「
活
字
の
濫

用
」
に
す
ぎ
な
）
43
（
い
。
こ
の
社
民
党
が
抱
え
て
い
た
過
激
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
言
葉
）
と
改
良
主
義
的
実
践
（
行
為
）
の
矛
盾
は
多
く
の 
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治
史
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
レ
ー
ザ
ー
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
、
社
民
党
は

「
羊
の
皮
を
か
ぶ
っ
た
狼
」
な
ら
ぬ
「
狼
の
皮
を
か
ぶ
っ
た
羊
」
で
あ
っ
た
と
そ
の
性
格
を
表
現
し
て
い
）
44
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
ナ
チ
ス
の
血

と
大
地
の
荒
唐
無
稽
な
民
族
神
話
に
「
狂
気
」
を
、
社
民
党
の
実
現
可
能
性
の
な
い
革
命
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
「
空
疎
さ
」
を
見
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
加
え
て
ク
ラ
ウ
ス
が
問
題
視
し
た
の
は
、
社
民
党
が
こ
う
い
っ
た
空
疎
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
言
辞
で
ナ
チ
ス
へ
の
防
壁
で
あ
る
ド
ル
フ

ス
政
権
を
批
判
し
続
け
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
社
民
党
は
早
く
か
ら
ド
ル
フ
ス
政
権
に
対
し
、
議
会
の
再
開
と
総
選
挙
を
求
め
て
い
た
が
、

ク
ラ
ウ
ス
か
ら
見
れ
ば
そ
う
し
た
社
民
党
の
ド
ル
フ
ス
批
判
は
、
む
し
ろ
ナ
チ
ス
の
活
動
へ
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
防
壁
」
を
作
り
出
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
）
45
（
た
。「
そ
の
お
か
げ
で
生
命
を
救
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
政
治
的
即
物
性
」
に
「
常
套
句
を
使
っ
て
反
抗
す
る
」
社
民

党
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
社
会
民
主
党
の
議
会
主
義
的
情
熱
」
は
「
尊
敬
に
値
す
る
感
情
」
で
は
な
く
「
乱
暴
狼
藉
」
に
す
ぎ
な
い
と

非
常
に
厳
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
（F890 -906: 13 -14

）。

　
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
ド
イ
ツ
同
様
選
挙
の
た
び
に
ナ
チ
ス
の
勢
力
が
増
し
て
い
た
。
こ
の
反
国
家
的
勢
力
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
権

利
を
手
渡
す
こ
と
を
ク
ラ
ウ
ス
は
矛
盾
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
が
わ
れ
わ
れ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
何
を
企
て
て
い
よ
う
と
も
、
彼
が
容
易
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
傷
つ
け
る
た
め
に
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
無

傷
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
46
（
い
。

悪
し
き
意
図
を
持
っ
た
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ス
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
使
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
進
出
し
て
く
る
こ
と
を
な
ん
と
し
て
も
防

が
ね
ば
な
ら
な
い
と
ク
ラ
ウ
ス
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
法
を
乗
り
越
え
て
暴
力
を
行
使
す
る
ナ
チ
ス
に
対
し
、
対
抗
手
段
と
し
て
社
民

党
が
訴
え
て
い
た
の
は
「
真
正
な
、
力
強
い
、
創
造
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
あ
っ
）
47
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
「
バ
ウ
ア
ー
の
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行
う
闘
争
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
阻
止
の
さ
な
か
で
の
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
た
め
の
闘
争
」
に
過
ぎ
ず
（F890 -905: 1

）
48
（87

）、
そ
う
す
る
こ
と

で
逆
に
ナ
チ
ス
を
利
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
）
49
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
議
会
を
閉
鎖
し
、
選
挙
を
延
期
し
、
事
実
上
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
停
止
し
た
ド
ル
フ
ス
の
措
置
を
次
の
よ
う
に
支
持
し
て
い
る
。

私
は
議
会
主
義
が
ヴ
ォ
ー
タ
ン
の
復
活
に
際
し
無
力
で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
、
ま
っ
た
く
ド
ル
フ
ス
に
同
意
す
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
血
と
大
地

の
神
話
に
直
面
し
て
無
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
ギ
ャ
ン
グ
ど
も
の
恩
恵
に
よ
る
選
び
を
普
通
選
挙
権
で
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
（F890 -905: 276 -

277

）。

　
後
世
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
と
社
民
党
批
判
に
は
大
い
に
批
判
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ヒ
ト

ラ
ー
と
ナ
チ
ス
に
対
抗
す
る
た
め
に
ド
ル
フ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
期
待
を
寄
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
毒
を
も
っ
て

毒
を
制
す
」
こ
と
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
「
毒
を
喰
ら
わ
ば
皿
ま
で
」
と
な
り
か
ね
な
い
よ
う
な
危
険
な
賭
け
に
思
え
る
。
ま
た
一
九
三

四
年
二
月
の
蜂
起
に
失
敗
し
、
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ア
ー
や
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
な
ど
党
幹
部
が
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ほ
ぼ
壊
滅
状

態
に
あ
っ
た
社
民
党
に
対
し
ク
ラ
ウ
ス
の
批
判
は
あ
ま
り
に
厳
し
い
。
現
に
こ
う
し
た
政
治
的
立
場
を
と
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ス
は
彼
の

支
持
者
の
多
く
を
失
っ
た
。
冒
頭
で
も
登
場
し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ク
ラ
ウ
ス
が
ド
ル
フ
ス
を
支
持
し
た
と
い
う
こ
と
を
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』

第
八
九
〇
―
九
〇
五
号
が
自
分
の
手
元
に
届
く
ま
で
信
じ
な
か
っ
）
50
（
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
後
も
、
シ
ョ
ー
レ
ム
や
ヴ
ェ
ル 

ナ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
の
よ
う
な
友
人
に
対
し
こ
の
件
に
関
す
る
直
接
的
な
論
評
は
避
け
、
た
だ
「
僕
ら
は
も
う
こ
の
戦
線
で
、
こ
の
喪
失
と

な
ら
べ
て
一
言
な
り
と
言
及
に
値
す
る
よ
う
な
喪
失
を
、
味
わ
う
こ
と
は
あ
る
ま
）
51
（
い
」
と
ク
ラ
ウ
ス
の
「
変
節
」
を
嘆
く
の
み
で
あ
っ
た
。

　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
同
様
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
の
政
治
的
態
度
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
が
、
後
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
エ
リ
ア
ス
・
カ
ネ
ッ
テ
ィ
で

あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
講
演
会
に
欠
か
さ
ず
通
う
ほ
ど
の
信
奉
者
で
、
一
九
二
七
年
七
月
の
警
察
当
局
に
よ
る
労
働
者
弾
圧
事
）
52
（

件
に
際
し
、
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警
視
総
監
ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
ョ
ー
バ
ー
の
辞
任
要
求
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
を
「
さ
な
が
ら
こ
の
地
球
上
の
全
正
義
が
ク
ラ
ウ

ス
と
い
う
名
前
の
文
字
の
な
か
へ
は
い
り
こ
ん
だ
か
の
よ
う
に
感
じ
）
53
（

た
」
と
ま
で
絶
賛
し
て
い
る
カ
ネ
ッ
テ
ィ
に
と
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ス
の

ド
ル
フ
ス
支
持
と
社
民
党
批
判
は
裏
切
り
の
よ
う
に
思
え
た
。
彼
は
自
ら
と
同
じ
く
熱
心
な
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
読
者
で
あ
っ
た
弟
の
ゲ

オ
ル
グ
へ
の
手
紙
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
激
し
い
言
葉
で
ク
ラ
ウ
ス
を
非
難
し
て
い
る
。

僕
は
自
分
の
目
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
多
く
の
頁
か
ら
僕
に
は
最
も
信
じ
が
た
い
こ
と
が
告
知
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）
僕
は
こ
ん
な
怪
物
に

影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
と
思
う
と
恥
ず
か
し
い
。
僕
は
あ
の
七
月
一
五
日
の
後
、
彼
が
シ
ョ
ー
バ
ー
に
対
し
て
行
っ
た
闘
争
が
か
つ
て
僕
に
与
え
た

と
て
つ
も
な
く
、
決
定
的
な
影
響
を
恥
じ
て
い
る
。
僕
は
自
分
の
戯
曲
へ
の
彼
の
影
響
の
痕
跡
が
怖
い
し
、
全
作
品
と
自
分
の
中
か
ら
彼
を
思
い
出
さ

せ
る
も
の
を
除
去
し
た
い
。
彼
は
非
力
な
男
だ
が
、
体
罰
を
与
え
て
や
り
た
い
く
ら
い
）
54
（

だ
。

こ
の
書
簡
の
中
で
カ
ネ
ッ
テ
ィ
は
ク
ラ
ウ
ス
を
「
常
套
句
の
達
人
」
と
皮
肉
り
、「
精
神
の
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
」、「
知
識
人
の
ヒ
ト
ラ
ー
」
と

ま
で
呼
ん
で
い
）
55
（

る
。
彼
の
自
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
ク
ラ
ウ
ス
が
亡
く
な
る
ま
で
の
二
年
間
、
カ
ネ
ッ

テ
ィ
は
一
度
も
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
開
く
こ
と
も
講
演
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
カ
ネ
ッ
テ
ィ
の

サ
ー
ク
ル
の
中
で
は
「
さ
な
が
ら
彼
（
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
と

―
引
用
者
注
）
が
死
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
」
言
及
さ
れ
て
い
）
56
（
た
。
左
派
の
支

持
者
に
と
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ス
は
も
は
や
過
去
の
人
、「
終
わ
っ
た
人
」
で
あ
っ
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
の
研
究
で
は
、
ク

ラ
ウ
ス
の
死
に
際
し
「
死
者
が
死
ん
だ
」
と
報
じ
た
亡
命
者
の
新
聞
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
）
57
（
る
。

　
当
然
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
う
し
た
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
し
、
ま
た
友
人
の
中
に
は
彼
に
翻
意
を
促
す
も
の
も
い
た
。

し
か
し
彼
は
自
ら
の
態
度
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
蜂
起
し
た
社
民
党
を
ド
ル
フ
ス
政
権
が
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
直
後
で
あ
る
一
九

三
四
年
三
月
に
プ
ラ
ハ
で
ク
ラ
ウ
ス
に
会
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
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私
は
た
と
え
多
く
の
友
人
を
失
っ
た
よ
う
に
君
と
の
友
情
を
失
う
と
し
て
も
、
一
つ
だ
け
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

社
会
主
義
者
の
政
策
は
間
違
っ
て
い
る
し
破
滅
的
だ
。
今
や
ヒ
ト
ラ
ー
は
ド
ア
を
た
た
い
て
中
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
彼
ら
は
同
じ
理

念
の
古
い
世
界
の
中
に
生
き
て
い
る
。
彼
ら
は
ド
イ
ツ
で
現
実
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
理
解
し
て
い
な
い
ん
だ
。
い
つ
も
同
じ
悲
劇
だ
。
人
類
の
想

像
力
は
決
定
的
な
瞬
間
に
た
じ
ろ
い
で
し
ま
う
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
強
制
収
容
所
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
経
験
し
た
も
の
か
そ
れ

を
想
像
力
の
内
に
経
験
で
き
る
芸
術
家
だ
け
が
理
解
し
う
る
。
私
に
今
残
さ
れ
た
唯
一
の
観
点
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ヒ
ト
ラ
ー
は
ヒ
ト
ラ
ー
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
彼
以
上
の
悪
は

0

0

0

0

0

0

な
く

0

0

、
彼
と
戦
う
も
の
は
誰
で
も
私
の
同
盟
者
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ド
ル
フ
ス
も
そ
の
一
人
だ
と
い
う
こ
と
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
私
を
賛
美
す
る
も
の
は
私
に
シ
ュ
タ
ー
レ
ン
ベ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ル
ク
や
護
国
団
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
反
動
の
猟
犬
ど
も
と
も
戦
え
と
い
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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0
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0

0

0

。
し
か
し
そ
の
猟
犬
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
訓
練
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
る
の
だ
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

、
猟
犬
も
ま
た
私
の
友
人
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
引
用
）
58
（

者
）。

ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
の
選
択
肢
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
下
で
死
ぬ
か
、
ド
ル
フ
ス
に
よ
っ
て
命
を
救
わ
れ
る
か
」（F890 -905: 294

）
の
二
者

択
一
で
あ
っ
）
59
（

た
。

　
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
立
場
を
支
持
す
る
ク
ラ
ウ
ス
信
奉
者
も
中
に
は
存
在
し
た
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
を
高
く
評
価

す
る
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
は
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ほ
ぼ
同
様
の
視
点
か
ら
ド
ル
フ
ス
政
権
を
支
持
し
、
社
民
党
を
批
判
し
て
い
る
。
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン

は
、
も
と
も
と
社
民
党
を
支
持
し
て
い
た
自
分
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
政
権

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
伝
統
を
代
表
し
、「
著
し
く
民
主
的
で
習
慣
に
根
ざ
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
伝
統
」
に
属
し
て
い
た
か
ら
だ
と
説

明
し
て
い
る
。
そ
し
て
ド
ル
フ
ス
の
権
威
主
義
国
家
を
、
ナ
チ
ス
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
者
を
阻
止
す
る
「
も
っ

と
も
可
能
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
者
」
と
し
て
弁
護
し
て
い
る
。
加
え
て
ド
ル
フ
ス
を
ヒ
ト
ラ
ー
同
様
フ
ァ
シ
ス
ト
と
批
判
し
議
会
の

再
開
や
総
選
挙
を
求
め
る
社
民
党
に
対
し
て
は
、
自
身
を
ク
ラ
ウ
ス
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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当
時
、
私
に
最
も
強
い
印
象
を
与
え
た
の
は
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
に
代
表
さ
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
者
の
愚
か
さ
で
あ
っ
た
。
経
済
と
社
会

の
面
で
の
政
治
問
題
に
関
し
て
は
、
私
は
彼
ら
に
同
意
し
て
い
た
と
し
て
も
、
切
迫
し
て
き
て
い
る
ヒ
ト
ラ
ー
的
黙
示
録
に
直
面
し
た
際
の
彼
ら
の
黙

示
録
的
な
夢
の
愚
か
さ
は
あ
ま
り
の
も
の
で
あ
り
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
社
会
民
主
主
義
に
対
す
る
私
の
態
度
は
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
立
場

と
同
じ
と
い
え
る
。
こ
の
災
難
を
生
き
延
び
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
知
識
人
た
ち
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
彼
ら
の
愚
か
さ
に
同
情
す
る
に
は
あ
ま
り
に
知
的 

だ
っ
た
こ
と
を
ま
だ
許
し
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
は
私
も
許
さ
な
）
60
（

い
。

フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
で
は
、
ナ
チ
ス
や
ヒ
ト
ラ
ー
の
存
在
を
許
す
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
は
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
、
実
質

的
に
も
は
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
で
は
な
い
。
ナ
チ
ス
に
加
え
、
言
葉
の
上
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
可
能
性
を
訴
え
る
社
民
党
も
、

フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義
者
と
し
て
批
判
の
対
象
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
と
社
民
党
批
判
に
対
し
て
は
、
彼
の
信
奉
者
の
間
で
も
正
反
対
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
同
時
に
ド
ル
フ
ス
と
彼
の
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
の
か
否
定
的
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
政
治
的
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
評
価
に
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
点
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
政
治
的
態
度
に
対
し
、
二
つ
の
観
点
か
ら
批
判
的
な
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
。
一
点
目
は
ク
ラ
ウ
ス
が
熱
心
に
支
持
し
た
ド
ル
フ
ス
の

―
反
ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
だ
け
で
は
正
当
化
し
得
な 

い

―
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
性
格
の
問
題
、
二
点
目
は
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
支
持
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
政
治
的
態
度
に
垣
間
見
え
る
、

彼
の
形
式
的
な
政
治
的
権
利
へ
の
意
識
の
低
さ
の
問
題
で
あ
る
。

　
ま
ず
一
点
目
か
ら
見
て
い
こ
う
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
や
カ
ネ
ッ
テ
ィ
の
戸
惑
い
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ド
ル
フ
ス
を
支

持
す
る
と
い
う
こ
と
は
左
派
系
の
ク
ラ
ウ
ス
の
読
者
か
ら
す
れ
ば
信
じ
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ド
ル
フ
ス
は
、
自
ら
を
「
指
導

者
」
と
名
乗
り
、
好
ん
で
制
服
を
着
て
一
次
大
戦
時
の
前
線
体
験
を
語
り
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
従
順
で
、
ク
ラ
ウ
ス
が
一
九
二
〇
年
代
に
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批
判
し
続
け
た
保
守
派
の
政
治
家
イ
グ
ナ
ツ
・
ザ
イ
ペ
ル
の
後
継
を
任
じ
、
さ
ら
に
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
団
体
「
ド
イ
ツ
・
ゲ
マ
イ
ン

シ
ャ
フ
ト
」
に
所
属
し
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ド
ル
フ
ス
政
権
の
政
策
を
見
て
も
、
そ
れ
は
議
会
の
閉
鎖
、
シ
ュ
テ
ン
デ
国
家
を
原
理

と
す
る
「
五
月
憲
法
」
へ
の
憲
法
の
改
正
（
こ
れ
は
改
正
と
い
う
よ
り
も
新
憲
法
の
制
定
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
し
い
）、
政
党
の
禁
止
、
検
閲
の

導
入
を
含
む
様
々
な
自
由
権
の
制
限
、
議
会
を
経
な
い
政
府
意
志
の
立
法
化
な
ど
、
極
め
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
は
ド
ル
フ
ス
こ
そ
『
人
類
最
後
の
日
々
』
の
登
場
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
と
批
判

を
加
え
て
い
）
61
（
る
。
つ
ま
り
、
ド
ル
フ
ス
は
ク
ラ
ウ
ス
が
『
人
類
最
後
の
日
々
』
の
中
で
戯
画
化
し
た
よ
う
な
、
む
し
ろ
恰
好
の
諷
刺
対
象

で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
や
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ア
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
よ
う
な
ク

ラ
ウ
ス
に
批
判
的
な
研
究
者
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
成
立
と
ド
ル
フ
ス
政
権
の
成
立
は
そ
の
「
対
抗
」
関
係
よ
り
も
、
そ
の
「
並
行
」
関

係
か
ら
捉
え
る
べ
き
現
象
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
）
62
（

る
。

　
実
際
ク
ラ
ウ
ス
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
抗
す
る
「
よ
り
小
さ
な
悪
」
と
い
う
以
上
に
、
肯
定
的
に
ド
ル
フ
ス
を
評
価
し
て
い
た
。
ク
ラ
ウ
ス

の
ド
ル
フ
ス
へ
の
入
れ
込
み
は
相
当
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
、
彼
は
ド
ル
フ
ス
の
写
真
を
持
ち
歩
き
、
彼
の
暗
殺
事
件
の
翌
日
に
は
国
会

に
花
輪
を
送
り
、
未
亡
人
に
も
弔
辞
を
送
っ
た
と
い
）
63
（
う
。
少
な
く
と
も
ク
ラ
ウ
ス
は
ド
ル
フ
ス
個
人
に
対
し
、
か
な
り
の
思
い
入
れ
を
持
っ 

て
支
持
し
て
い
た
こ
と
が
こ
う
し
た
周
辺
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ク
ラ
ウ
ス
は 

ド
ル
フ
ス
の
後
継
者
で
あ
る
ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
シ
ュ
ニ
ク
に
対
し
、
ド
ル
フ
ス
に
対
す
る
の
と
同
様
の
熱
心
な
支
持
を
示
し
て
は

い
な
）
64
（

い
。
こ
う
い
っ
た
点
か
ら
も
、
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
を
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
体
制
全
体
へ
の
支
持
と
い
う
よ

り
も
、
ド
ル
フ
ス
と
い
う
指
導
者
個
人
の
「
気
概
と
精
神
」
へ
の
支
持
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
）
65
（

い
。
だ
が
ド
ル
フ
ス
を 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
救
い
主
」
と
美
化
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ス
も
自
ら
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
一
部
を
担
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
の
ド
ル
フ
ス
支
持
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
抗
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
ク
ラ
ウ
ス
の
政
治
思
想
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上
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
、「
確
か
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
強
制
収
容
所
は
存
在
し
な
い
が
し
か
し

議
会
が
存
在
し
て
い
な
い
」、
と
ド
ル
フ
ス
を
批
判
す
る
『
闘
争
』
誌
に
お
け
る
社
民
党
の
批
判
に
対
し
、
そ
う
し
た
こ
と
は
「
些
細
な

欠
陥
（Schönheitsfehler

）」
に
過
ぎ
な
い
と
反
論
を
行
っ
て
い
る
（F890 -905: 188

）。
そ
し
て
先
述
の
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
議
会
主

義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
復
帰
や
、
憲
法
遵
守
を
訴
え
る
社
民
党
の
言
説
を
「
常
套
句
」
と
批
判
し
、
ナ
チ
ス
の
興
隆
と
い
う
非
常
事
態
を

理
由
に
ド
ル
フ
ス
の
独
裁
的
措
置
を
正
当
化
し
た
。
危
機
の
時
代
に
あ
っ
て
は
議
会
主
義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
立
憲
主
義
の
形
式
に
違
反
す

る
な
ど
「
些
細
な
欠
陥
」
と
ク
ラ
ウ
ス
は
捉
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
政
治
的
自
由
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
こ
う
し
た
形
式

的
な
原
理
原
則
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ウ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
「
少
な
か
ら
ぬ

一
致
」、「
親
和
性
」
が
批
判
さ
れ
て
き
）
66
（
た
。
危
機
の
時
代
に
あ
っ
て
ク
ラ
ウ
ス
が
期
待
し
た
の
は
強
力
な
指
導
者
の
下
で
の
権
威
主
義
体

制
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
人
民
に
よ
る
統
治
」
と
い
う
形
式
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
正
当
化
を
伴
わ
な
い
「
人
民
の
た
め
の
統
治
」
で 

あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
の
意
図
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ナ
チ
ス
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
勢
力
拡
大
を
防
ぐ
と
い
う
点
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の

手
段
と
し
て
彼
の
選
ん
だ
も
の
が
政
治
的
自
由
を
限
り
な
く
軽
視
し
た
権
威
主
義
体
制
だ
っ
た
こ
と
は
批
判
的
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

四
　
ま
と
め

　
筆
者
は
第
二
章
の
冒
頭
で
、
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
と
は
彼
が
生
涯
を
か
け
て
問
題
に
し
て
き
た
「
時
代
の
悪
」

の
集
大
成
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
が
、
当
の
ク
ラ
ウ
ス
本
人
に
と
っ
て
ま
だ
眼
前
の
現
象
は
「
最
悪
」
と
は
思
え
な
か
っ

た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
の
中
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
リ
ア
王
』（
四
幕
一
場
）
か
ら
次
の
一
節
を
引
用

し
て
い
る
。
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神
よ
、
事
態
が
さ
ら
に
悪
化
せ
ぬ
と
誰
に
言
え
ま
し
ょ
う
？

昔
よ
り
今
は
も
っ
と
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
最
悪
だ
と
言
え
る
間
は
、
そ
れ
は
最
悪
の
事
態
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
三
三
年
と
い
う
ナ
チ
ス
政
権
の
最
初
期
に
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
を
書
き
上
げ
た
ク
ラ
ウ

ス
の
先
見
性
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
後
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
明
白
な
こ
と
で
あ
）
67
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
目
に
は
こ
の
段
階
で
ナ

チ
ス
の
悪
の
前
代
未
聞
性
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ
の
道
が
見
え
て
い
た
。
た
と
え
ド
ル
フ
ス
政
権
を
熱
心
に
支
持
し
た
よ
う
な
政
治
判

断
の
問
題
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
彼
の
時
代
の
危
機
に
対
す
る
先
見
性
は
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の

夜
』
の
編
者
の
一
人
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
一
九
三
三
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
一
九
五
二
年
の
読
者
は
こ
れ
を
読
む
際
に
つ
ね
に
こ
の
成
立
の
年
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
は
な
る
ま
い
。

こ
の
書
物
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
多
く
が
、
今
日
す
で
に
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
働
き
か
け
て
く
る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
こ
の
点
に
注

目
す
る
と
き
に
、
こ
の
文
化
批
評
家
が
恐
ろ
し
い
未
来
を
当
時
す
で
に
い
か
に
明
瞭
に
予
言
し
て
い
た
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
、
読
者
は
よ
り
十
分
に
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
（
傍
点
引
用
）
68
（
者
）。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
で
あ
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
は
、
た
だ
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
諸
外
国
の
新
聞
報
道
を
読
む
こ
と
を
通
じ
て
ナ
チ
ス
に
関

す
る
情
報
を
集
め
、『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
や
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
記
事
を
書
き
上
げ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン

は
「
い
か
に
精
神
と
理
性
の
人
が
、
た
だ
新
聞
を
読
む
と
い
う
こ
と
か
ら
す
で
に
ナ
チ
ズ
ム
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
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示
し
て
い
る
」
と
ク
ラ
ウ
ス
を
評
価
す
）
69
（
る
。
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
ヒ
ト
ラ
ー
と
ド
イ
ツ
人
」
と
い
う
問
題
の
一
つ
は
、

ド
イ
ツ
人
が
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ス
が
危
険
だ
と
知
ら
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

の
で
は
な
く
、
知
ろ
う
と
し
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
ク
ラ
ウ
ス
に
批
判
的
な
研
究
者
で
あ
る
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
も
、『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
を
読
め
ば
、
当
時
の
人
間
が
ナ
チ

ス
の
行
為
を
知
ら
な
か
っ
た
と
言
い
訳
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
と
評
価
し
て
い
）
70
（
る
。『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
の
中
で
す
で
に
ク

ラ
ウ
ス
が
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
代
の
問
題
と
は
「
想
像
力
の
貧
困
」
で
あ
り
、
ナ
チ
ス
の
行
為
以
上
に
残
酷
な
「
そ
れ
を

信
じ
な
い
」
と
い
う
残
酷
さ
で
あ
り
、「
常
套
句
に
よ
っ
て
恐
ろ
し
い
も
の
に
慣
れ
て
い
く
そ
の
性
情
」
で
あ
っ
た
の
）
71
（
だ
。

　
一
九
三
八
年
三
月
一
三
日
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
は
独
墺
国
境
を
越
え
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
侵
入
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

民
に
歓
呼
の
内
に
迎
え
ら
れ
、
合
邦
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
で
は
九
九
％
以
上
の
賛
成
票
が
投
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ウ
ス
の
周
囲

の
人
物
に
本
当
の
「
最
悪
」
が
や
っ
て
き
た
。
ク
ラ
ウ
ス
の
編
集
を
手
伝
っ
て
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ル
ガ
ー
は
ゲ
ジ
ュ
タ
ポ
に
連
れ
去

ら
れ
恐
ら
く
殺
害
さ
れ
）
72
（
た
。
ク
ラ
ウ
ス
の
出
版
を
担
当
し
て
い
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ラ
ニ
ィ
、
さ
ら
に
一
次
大
戦
時
に
ラ
マ
シ
ュ
や
ユ
リ
ウ

ス
・
マ
イ
ン
ル
と
共
に
反
戦
運
動
に
携
わ
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
兄
弟
で
あ
る
ル
ド
ル
フ
・
ク
ラ
ウ
ス
も
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
送
ら
れ 

ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
）
73
（
た
。
ク
ラ
ウ
ス
お
気
に
入
り
の
姪
も
含
め
、
彼
の
親
族
の
多
く
は
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
）
74
（
た
。
一 

九
三
六
年
六
月
一
二
日
に
亡
く
な
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
は
、
こ
の
「
最
悪
」
を
予
言
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
ミ

ヒ
ャ
エ
ル
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
言
う
よ
う
に
、
も
し
ク
ラ
ウ
ス
が
合
邦
ま
で
生
き
て
い
た
と
し
た
ら
「
ナ
チ
ス
は
疑
い
な
く
ク
ラ
ウ
ス
を

殺
し
た
だ
ろ
）
75
（

う
」。
ナ
チ
ス
に
よ
る
合
邦
を
通
じ
、
一
九
世
紀
末
以
来
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
、
経
済
、
文
化
を
担
っ
て
き
た
ウ
ィ
ー
ン 

市
民
社
会
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
栄
光
の
多
く
を
ユ
ダ
ヤ
系
市
民
に
負
っ
て
い
る
、
世
に
言
う
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
」
文
化 

は

―
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
崩
壊
し
た
一
九
一
八
年
一
一
月
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ

―
一
九
三
八
年
三
月
を
も
っ
て
終
焉
を
迎
え
た

の
で
あ
）
76
（

る
。

　
二
次
大
戦
終
結
後
、
あ
れ
ほ
ど
の
歓
呼
の
内
に
ヒ
ト
ラ
ー
を
迎
え
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
教
義
ど
お
り
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
し
た
オ
ー
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ス
ト
リ
ア
国
民
は
、
国
際
政
治
上
の
力
学
の
問
題
で
「
ヒ
ト
ラ
ー
の
最
初
の
犠
牲
者
」
と
し
て
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
っ
）
77
（
た
。
も

し
ク
ラ
ウ
ス
が
病
に
倒
れ
る
こ
と
な
く
、
強
制
収
容
所
を
免
れ
、
戦
後
ま
で
生
き
残
っ
た
と
し
た
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
の
こ
の
よ
う

な
自
己
規
定
を
許
す
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
の
自
己
欺
瞞
的
な
「
犠
牲
者
神

話
」
へ
の
批
判
を
期
待
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
黙
示
録
的
結
末
へ
の
批
評
を
期
待
す
る
と
い
う
意
味

で
も
、
ま
た
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
肩
入
れ
し
た
自
身
の
政
治
的
立
場
へ
の
弁
明
を
期
待
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
無

き
世
界
に
ク
ラ
ウ
ス
は
生
き
残
る
べ
き
で
あ
っ
た
。「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
は
死
ぬ
の
が
早
す
ぎ
）
78
（
た
」（
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
）。

＊
本
論
文
で
は
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
著
作
の
引
用
は
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

・『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
（D

ie Fackel
）』
か
ら
の
引
用
は
Ｆ
と
略
記
し
、
号
数
、
頁
数
の
順
に
掲
げ
た
。

・『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
（D

ritte W
alpurgisnacht

）』
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
、Suhrkam

p

版
（Christian W

agenknecht

﹇H
g.

﹈, 
Frankfurt am

 M
ain, 1989

）、Kösel
版
（H

einrich Fischer

﹇H
g.

﹈, M
ünchen, 1952

）、
並
び
にKösel

版
を
原
本
と
し
た
邦
訳
（『
カ
ー

ル
・
ク
ラ
ウ
ス
著
作
集
』
第
六
巻
、
佐
藤
康
彦
、
武
田
昌
一
、
高
木
久
雄
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
多
少
煩
雑
で
は
あ
る
が
引
用
に
際
し
て
は
、
例
え
ば
（D

ritte W
alpurgisnacht, S1/K1

﹇
一
頁
﹈）
の
よ
う
に
、Suhrkam

p

版
、Kösel

版
、

邦
訳
と
三
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
頁
数
を
順
番
に
記
載
し
て
あ
る
。

＊
本
論
の
執
筆
に
当
た
っ
て
主
に
次
の
ク
ラ
ウ
ス
に
関
す
る
先
行
研
究
を
参
考
に
し
た
。

　
　Paul Schick, Karl Kraus, H

am
burg, 1965; Frank Field, The Last D

ays of M
ankind: Karl Kraus and his V

ienna, London, 1967; 
A
lfred Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, W
ien, 1976; Karl M

enges, Karl Kraus und der Austrofaschism
us, Bestim

-
m
ungsversuch anhand der 

“Fackel

” Nr. 890 -905, in: Colloquia G
erm
anica, vol. 14, Bern, 1981, S. 313 -331; N

orbert Frei, Karl 
Kraus und das Jahr 1934, in: Ö

sterreichische Literatur der dreissiger Jahre, Klaus Am
ann und Albert Berger （H

g.

）, W
ien, 1985, 

S. 303 -391; W
erner A

nzenberger, A
bsage an eine D

em
okratie. Karl Kraus und der Bruch der österreichischen Verfassung 

1933/34, G
raz, 1997; Friedrich Rothe, Karl Kraus. D

ie Biographie, M
ünchen, 2003; John Theobald, The M

edia and the M
aking 

of H
istory, Aldershot, 2004; Edw

ard Tim
m
s, Karl Kraus: A

pocalyptic Satirist, The Post -W
ar Crisis and the Rise of the Swastika, 
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N
ew
 H
eaven, 2005. 

邦
語
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
邦
訳
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
の
訳
者
に
よ
る
詳
細
な
訳
注
と
解
説
の
ほ
か
、
池
内

紀
『
闇
に
ひ
と
つ
炬
火
あ
り

―
こ
と
ば
の
狩
人
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
）、
太
田
隆
士
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
『
第

三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
試
論

―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
ナ
チ
ズ
ム
」（『
駿
河
台
大
学
論
叢
』
第
一
三
号
、
一
九
九
六
年
、
九
七
―
一
二
九
頁
）

を
参
照
の
こ
と
。

＊
欧
語
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、
邦
訳
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
適
宜
訳
語
の
変
更
等
を
行
っ
て
い
る
。

（
1
）  

『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
＝
シ
ョ
ー
レ
ム
往
復
書
簡
』
山
本
尤
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
七
頁
。「
ウ
ィ
ー
ン
」
で
発
刊
さ
れ
た
こ
の

論
文
が
、「
エ
ル
サ
レ
ム
」
の
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
教
授
と
「
パ
リ
」
の
亡
命
知
識
人
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

（
2
）  

ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
不
安
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
回
想
し
て
い
る
。「
こ
の
書
物
は
、
と
り
わ
け
、
宣

伝
相
の
〈
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
〉
に
つ
い
て
の
叙
述
を
含
ん
で
い
る
。
彼
が
私
の
文
章
を
目
に
す
る
な
ら
ば
、
怒
り
に
駆
ら
れ
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク

の
五
〇
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
強
制
収
容
所
の
立
棺
へ
送
り
込
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
ど
う
や
っ
て
そ
の
責
任
を
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
」（Kraus, D
ritte W

alpurgisnacht, K308

﹇
四
一
五
頁
﹈）。
ち
な
み
に
こ
の
記
述
はKösel

版
の
編
者
で
あ
る
フ
ィ
ッ 

シ
ャ
ー
が
あ
と
が
き
で
述
べ
て
い
る
回
想
な
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
らSuhrkam

p

版
に
は
記
述
が
な
い
。

（
3
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S261/K239

（
三
二
四
頁
）。

（
4
）  Eric Voegelin, A
utobiographical Reflections, U

niversity Press of M
issouri, 1989=2011, p. 46

（『
自
伝
的
省
察
』
山
口
晃
訳
、
而

立
書
房
、
一
九
九
六
年
、
三
一
頁
）。

（
5
）  Eric Voegelin, H

itler und die D
eutschen, M

ünchen, 2006. S. 201.

（
6
）  

ク
ラ
ウ
ス
の
一
次
大
戦
批
判
に
つ
い
て
は
髙
橋
義
彦
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
第
一
次
世
界
大
戦
」（『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
六
号
、
二
〇

一
〇
年
、
一
三
五
―
一
六
三
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）  

ク
ラ
ウ
ス
の
一
次
大
戦
批
判
と
ナ
チ
ズ
ム
批
判
の
「
連
続
性
」
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
。Field, The Last D

ays of 
M
ankind, p. 212; M

enges, Karl Kraus und der Austrofaschism
us, S. 323; Theobald, The M

edia and the M
aking of H

istory,  
p. 70.

（
8
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S307/K280

（
三
八
四
頁
）。
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（
9
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S310/K282

（
三
八
五
頁
）。

（
10
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S34/K20

（
一
七
頁
）。

（
11
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S54/K42

（
四
六
頁
）。

（
12
）  
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
の
こ
の
言
葉
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
に
つ
い
て
は
、
ザ
フ
ラ
ン
ス
キ
ー
の
次
の
よ
う
な
解
説
が
参
考
に
な
る
。「〈
鋼
鉄
の
ロ
マ
ン
主

義
〉
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
ナ
チ
ス
政
権
の
現
代
主
義
的
な
基
本
的
特
徴
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
政
権
は
太
古
の
時
代
に
戻
ろ
う
と
努

力
し
た
の
で
は
な
く
、
高
度
に
技
術
化
さ
れ
、
産
業
効
率
に
優
れ
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
建
設
し
、
戦
争
の
準
備
も
整
っ
た
社
会
を
発
展
さ
せ
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
太
古
の
時
代
や
大
地
と
連
帯
す
る
夢
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
工
芸
美
術
品
で
あ
り

―
農
業
経
済
の
占
め
る
割
合
は
低
下
し

た

―
実
用
主
義
者
た
ち
は
本
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
」。Rüdiger Safranski, Rom

antik. Eine deutsche A
ffäre, M

ünchen, 2007, S. 
353 -354

（『
ロ
マ
ン
主
義

―
あ
る
ド
イ
ツ
的
な
出
来
事
』
津
山
拓
也
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
、
三
八
〇
―
三
八
一
頁
）。

（
13
）  M

artin H
eidegger, D

ie Selbstbehauptung der deutschen U
niversität, in: G

esam
tausgabe, Band 16, Reden und andere Zeugn-

isse eines Lebensw
eges 1910 -1976, Frankfurt am

 M
ain, 1933=2000, S. 107 -117

（「
ド
イ
ツ
的
大
学
の
自
己
主
張
」
矢
代
梓
訳
、『
三
〇 

年
代
の
危
機
と
哲
学
』、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
一
―
一
二
六
頁
）。

（
14
）  

こ
こ
で
は
土
壌
中
に
含
ま
れ
る
破
傷
風
菌
が
傷
口
か
ら
感
染
す
る
こ
と
が
比
喩
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S199 -200/K179

（
二
四
一
頁
）。

（
16
）  

こ
こ
ま
で
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
は
、Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S71 -72/K58 -59

（
七
一
―
七
三
頁
）
を
参
照
。

（
17
）  G

ottfried Benn, Antw
ort an die literaristischen Em

igranten, in: Säm
tliche W

erke, Band IV, Prosa 2, 1933=1989, S. 24 -32

（「
亡
命
文
学
者
に
答
え
る
」
山
本
尤
訳
、『
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ベ
ン
著
作
集
』
第
一
巻
、
一
九
七
二
年
、
六
三
―
七
四
頁
）。

（
18
）  

こ
こ
で
の
ベ
ン
批
判
はKraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S78 -84/K66 -72

（
八
三
―
九
二
頁
）
を
参
照
。

（
19
）  Tim
m
s, Karl Kraus, p. 498.

（
20
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S41/K28

（
二
七
頁
）。
な
お
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
も
と
も
と
ク
ラ
ウ
ス
が
『
人
類
最
後
の
日
々
』
一
幕 

二
九
場
で
、
劇
中
の
自
ら
の
分
身
た
る
不
平
家
に
語
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
21
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S88/K76

（
九
七
頁
）。

（
22
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S313/K283 -384

（
三
八
六
―
三
八
七
頁
）。

（
23
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S160/K139

（
一
八
八
頁
）。
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（
24
）  

ク
ラ
ウ
ス
は
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
に
お
け
る
シ
オ
ニ
ス
ト
批
判
の
文
脈
の
中
で
、
自
ら
を
「
同
化
ユ
ダ
ヤ
文
士
（literalische 

Assim
ilationsjuden

）」
と
規
定
し
て
い
る
（Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S154/K135

﹇
一
八
四
頁
﹈）。

（
25
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S177/K156

（
二
一
二
頁
）。

（
26
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S33/K20

（
一
七
頁
）。

（
27
）  Field, The Last D

ays of M
ankind, p. 201.

（
28
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S204 -230/K184 -207

（
二
四
九
―
二
七
九
頁
）。

（
29
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S143/K125

（
一
六
三
頁
）。
ピ
レ
ー
モ
ー
ン
と
バ
ウ
キ
ス
と
は
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
第
五
幕
に
登
場

す
る
老
夫
婦
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
は
彼
ら
の
小
さ
な
土
地
を
わ
が
も
の
と
し
た
い
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
欲
望
に
従
っ
た
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ

ス
の
配
下
の
も
の
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ィ
ム
ズ
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
こ
の
二
人
に
「
ナ
チ
ス
の
暴
政
の
名
も
な
き
犠
牲
者
の
イ

メ
ー
ジ
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
（Tim

m
s, Karl Kraus, p. 500

）。

（
30
）  

ド
イ
ツ
語
に
は
「
片
目
に
青
あ
ざ
を
作
っ
て
逃
げ
出
す
（
か
ろ
う
じ
て
逃
げ
出
す
）」
と
い
う
慣
用
句
が
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ス
の
諷
刺
は
こ
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
。

（
31
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S137 -143/K121 -124

（
一
五
九
―
一
六
二
頁
）。

（
32
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S299/K273

（
三
六
九
頁
）。

（
33
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S133/K117

（
一
五
一
―
一
五
二
頁
）。

（
34
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S109/K98
（
一
二
八
頁
）。

（
35
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S106/K94

（
一
二
二
頁
）。

（
36
）  Kraus, D
ritte W

alpurgisnacht, S188/K168

（
二
二
七
頁
）。

（
37
）  Kraus, D
ritte W

alpurgisnacht, S230, 231/K207, 208
（
二
七
九
、
二
八
一
頁
）。
こ
の
件
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。Rothe, Karl 

Kraus, S. 45 -46.

（
38
）  G
eorge Clare, Last W

altz in V
ienna, London, 1981=2007, p. 152

（『
ウ
ィ
ー
ン
最
後
の
ワ
ル
ツ
』
兼
武
進
訳
、
新
潮
社
、
一
九
九
二

年
、
二
〇
一
頁
）。
同
箇
所
で
ク
レ
ア
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
わ
た
し
の
父
は
ド
ル
フ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
て
、
賛
否
相
半
ば

す
る
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
選
挙
の
た
び
に
社
会
民
主
党
に
一
票
を
投
じ
て
は
い
た
も
の
の
、
ド
ル
フ
ス
は
自
己
の
信
念
を
確
実
に
実
行
す
る
勇

気
の
あ
る
男
に
思
え
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
良
さ
と
独
立
の
必
要
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
、
父
が
育
っ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
外
見
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だ
け
で
も
似
通
っ
た
国
家
を
創
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
ド
ル
フ
ス
に
、
父
は
感
銘
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
小
柄
な
首
相
は
、
前

任
の
首
相
た
ち
と
は
違
っ
て
、
ナ
チ
ス
を
禁
止
す
る
だ
け
の
勇
気
を
持
っ
て
い
た
」。

（
39
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S238/K216

（
二
九
一
―
二
九
二
頁
）。

（
40
）  
ク
ラ
ウ
ス
と
ラ
マ
シ
ュ
、
並
び
に
ラ
マ
シ
ュ
に
代
表
さ
れ
る
一
次
大
戦
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
保
守
反
戦
思
想
に
関
し
て
は
、
髙
橋
義
彦
「
カ
ー 

ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ

―
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
』
理
念
と
第
一
次
世
界
大
戦
」（『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
八
号
、

二
〇
一
一
年
、
一
三
九
―
一
六
五
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
41
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S241/K219

（
二
九
五
頁
）。

（
42
）  Ibid.

（
43
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S242/K220

（
二
九
六
頁
）。

（
44
）  N

orbert Leser, Austria betw
een the W

ars. An Essay, in: A
ustrian H

istory Yearbook, vol. XV
II -XV

III, 1981 -1982, p. 132.

（
45
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S249/K227

（
三
〇
六
頁
）。

（
46
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S249/K227

（
三
〇
六
―
三
〇
七
頁
）。

（
47
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S251/K229

（
三
〇
九
頁
）。

（
48
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S264/K241

（
三
二
五
頁
）。

（
49
）  

一
九
三
二
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
各
種
選
挙
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ナ
チ
ス
が
躍
進
し
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
場
合
、
国
会
に
ナ
チ
ス
勢
力
が

拡
大
す
る
こ
と
は
不
可
避
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
50
）  

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
シ
ョ
ー
レ
ム
か
ら
の
書
簡
が
来
る
前
に
、
す
で
に
一
九
三
四
年
七
月
二
六
日
付
の
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・

ク
ラ
フ
ト
宛
書
簡
の
中
で
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ド
ル
フ
ス
を
支
持
し
た
と
い
う
情
報
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
つ
い
で
に
い
え
ば
、
ク

ラ
ウ
ス
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
彼
が
ド
ル
フ
ス
の
政
治
を
よ
り
小
さ
な
悪
と
し
て
認
容
し
た
と
い
っ
た
、
確
実
だ
が
信
じ
が
た
い
情
報

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
流
れ
て
い

る
（
確
実
と
い
っ
て
も
万
全
で
は
な
い
か
ら
、
頼
む
が
、
人
に
は
言
わ
な
い
で
く
れ
）（
傍
点
引
用
者
）」。W

alter Benjam
in, G

esam
m
elte 

Briefe, Band IV, 1931 -1934, Frankfurt am
 M
ain, 1998, S. 467

（『
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
作
集
一
五
、
書
簡
Ⅱ
、
一
九
二
九
―

一
九
四
〇
』
野
村
修
、
高
木
久
雄
、
山
田
稔
訳
、
晶
文
社
、
一
九
七
二
年
、
九
八
―
九
九
頁
）。

（
51
）  Benjam

in, G
esam

m
elte Briefe, Band IV, S. 506

（
一
〇
四
頁
）。

（
52
）  

こ
の
事
件
は
共
和
国
防
衛
同
盟
に
対
す
る
右
翼
の
発
砲
事
件
（
二
人
が
殺
害
さ
れ
た
）
の
犯
人
が
無
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
に
抗
議
す
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る
労
働
者
の
デ
モ
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
生
し
た
。
暴
徒
化
し
た
労
働
者
は
裁
判
所
に
放
火
し
、
警
察
当
局
も
強
硬
策
に
出
て
発
砲
を
許
可
し
た

た
め
、
一
〇
〇
名
近
い
死
者
が
出
た
。
同
事
件
と
ク
ラ
ウ
ス
に
つ
い
て
はTim

m
s, Karl Kraus, chap. 17

を
参
照
の
こ
と
。Tim

m
s

の
著
作

で
は
、
当
時
ク
ラ
ウ
ス
が
ウ
ィ
ー
ン
中
に
掲
示
さ
せ
た
と
い
う
、
シ
ョ
ー
バ
ー
の
辞
任
を
要
求
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
る 

（p. 338

）。

（
53
）  Elias Canetti, D

ie Fackel im
 O
hr. Lebensgeschichte, 1921 -1931, W

ien, 1980=1993, S. 232

（『
耳
の
中
の
炬
火
』
岩
田
行
一
訳
、

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
五
年
、
三
一
五
頁
）。

（
54
）  Veza und Elias Canetti, Briefe an G

eorges, Karen Lauer und Kristian W
achinger （H

g.

）, W
ien, 2006, S. 24. 

同
書
簡
は
『
フ
ァ
ッ 

ケ
ル
』
第
八
九
〇
―
九
〇
五
号
の
刊
行
か
ら
約
一
月
半
後
の
九
月
一
四
日
付
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
。

（
55
）  Canneti, Briefe an G

eorges, S. 25.

（
56
）  Elias Canetti, D

ie A
ugenspiel. Lebensgeschichte, 1931 -1937, W

ien, 1985=1994, S. 267

（『
目
の
戯
れ
』
岩
田
行
一
訳
、
法
政
大
学

出
版
局
、
一
九
九
九
年
、
三
六
八
頁
）。

（
57
）  Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, S. 358.

（
58
）  H

einrich Fischer, The O
ther Austria and Karl Kraus, in: In Tyrannos, Four Centuries of Struggle against Tyranny in G

erm
a-

ny, H
. J. Rehfisch （ed.

）, London, 1944, pp. 327 -328.

（
59
）  

ク
ラ
ウ
ス
に
対
す
る
批
判
的
な
研
究
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ア
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
二
者
択
一
の
た
て
方
自
体
が
問
題

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
言
論
人
で
あ
る
ク
ラ
ウ
ス
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
か
ら
社
民
党
ま
で
を
含
め
た
反
ヒ
ト
ラ
ー
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国

民
的
統
一
を
目
指
す
べ
き
だ
っ
た
と
彼
は
主
張
し
、
そ
う
し
た
方
向
を
模
索
し
た
同
時
代
の
知
識
人
と
し
て
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ン 

タ
ー
を
評
価
し
て
い
る
（Anzenberger, A

bsage an eine D
em
okratie, S. 64

）。
ま
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
も
同
様
の
観
点
か
ら

ク
ラ
ウ
ス
と
対
置
す
る
形
で
ヴ
ィ
ン
タ
ー
を
評
価
し
て
い
る
（Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, S. 345

）。

（
60
）  

こ
こ
で
の
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
の
ク
ラ
ウ
ス
論
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治
論
は
以
下
を
参
照
。Voegelin, A

utobiographical Reflections, pp. 
68 -69

（
五
六
―
五
七
頁
）。

（
61
）  Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, S. 351.

（
62
）  Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, S. 337; Anzenberger, A
bsage an eine D

em
okratie, S. 57.

（
63
）  Field, The Last D

ays of M
ankind, p. 228; Tim

m
s, Karl Kraus, p. 480.
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（
64
）  Frei, Karl Kraus und das Jahr 1934, S. 313 -314.

（
65
）  Schick, Karl Kraus, S. 130.

（
66
）  Frei, Karl Kraus und das Jahr 1934, S. 312; Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, S. 351 -352.
（
67
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 538.

（
68
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, K304

（
四
〇
九
頁
）。
同
箇
所
で
「
一
九
五
二
年
の
読
者
」
と
い
わ
れ
て
い
る
理
由
は
、
辛
く
も
ナ
チ
ス
の

手
を
逃
れ
国
外
に
移
送
さ
れ
た
『
第
三
の
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
』
が
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
編
集
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
九
五
二
年
だ
か
ら
で 

あ
る
。

（
69
）  Voegelin, H

itler und die D
eutschen, S. 90.

（
70
）  Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, S. 356.

（
71
）  Kraus, D

ritte W
alpurgisnacht, S107, 110/K96, 99

（
一
二
五
、
一
二
九
頁
）。

（
72
）  Schick, Karl Kraus, S. 137.

（
73
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 543.

（
74
）  Field, The Last D

ays of M
ankind, p. 236.

（
75
）  M

ichael H
orow

itz, Vorw
ort, in: Karl Kraus und seine N

achwelt. Ein Buch des G
edenkens, W

ien, 1986, S. V
III.

（
76
）  

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
合
邦
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
治
文
化
の
決
定
的
断
絶
と
捉
え
る
見
方
は
、
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
の
亡
命
知
識

人
で
あ
る
ヒ
ル
デ
・
シ
ュ
ピ
ー
ル
の
次
の
主
張
を
参
照
。「
多
民
族
国
家
の
中
心
で
不
調
和
の
調
和
と
う
た
わ
れ
た
も
の
は
、
画
一
的
地
方
色
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。（
中
略
）
文
学
に
も
、
哲
学
に
も
、
ま
た
科
学
に
も
、
今
日
の
ウ
ィ
ー
ン
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
業
績
に
比
べ
ら

れ
る
も
の
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。（
中
略
）
少
な
く
と
も
文
化
の
領
域
で
は
、
一
九
三
八
年
の
合
邦
の
方
が
、
一
九
一
八
年
の
帝
国
崩
壊
よ
り

も
、
決
定
的
な
分
か
れ
目
だ
っ
た
」（H

ilde Spiel, V
ienna

’s G
olden A

utum
n, 1866 -1938, London, 1987, pp. 25 -26

﹇『
ウ
ィ
ー
ン
黄
金

の
秋
』
別
宮
貞
徳
訳
、
原
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
七
頁
﹈）。

（
77
）  

「
犠
牲
者
神
話
」
に
関
し
て
は
増
谷
英
樹
『
歴
史
の
中
の
ウ
ィ
ー
ン

―
都
市
と
ユ
ダ
ヤ
と
女
た
ち
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、

一
九
九
三
年
、
第
一
章
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
78
）  W

alter Benjam
in, G

esam
m
elte Briefe, Band V

I, 1938 -1940, Frankfurt am
 M
ain, 2000, S. 294.
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髙
橋
　
義
彦
（
た
か
は
し
　
よ
し
ひ
こ
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
、
助
教
（
有
期
、
研
究
奨
励
）

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
政
治
思
想
学
会
、
社
会
思
想
史
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
政
治
思
想
史
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
政
治
文
化
史

　
主
要
著
作
　
　「
都
市
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
の
間
で

―
シ
ョ
ー
ス
キ
ー
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
論
の
再
検

討

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
第
一
次
世
界
大
戦
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
六
号

（
二
〇
一
〇
年
）

　
　
　
　
　
　
　「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
マ
シ
ュ

―
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
中
欧
』

理
念
と
第
一
次
世
界
大
戦

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
八
号
（
二
〇
一
一
年
）


